
 かけまわし漁法という方法で海底に住むエビ、カニ、魚などを漁獲します。 

【魚種】ハタハタ・ヒレグロ・アカガレイ・ソウハチ・ズワイガニ等 

【漁場】山陰沖 

【隻数】鳥取県に水揚げする主な稼動船数 鳥取県漁協賀露支所：6、 

    同網代港支所：10、同境港支所：1隻（2015年3月まで）、田後漁協：10隻 

2015年の漁獲状況  

○賀露 漁獲量は1,898tで、漁獲金額は10.8億円で 

 した（前年から50t増加、4千万円増加）。 

○網代 漁獲量は1,992tで、漁獲金額は15.8億円で 

 した（前年から66トン減少、4千万円増加）。 

○田後  漁獲量は2,899tで、漁獲金額は18.6億円で 

 した（前年から274トン増加、2億6千万円増加）。 

○境港 2015年3月まで稼働した1隻による漁獲です 

 （前年から46トン減少、6千万円減少）。 

○合計 漁獲量は6,835tでその内訳はハタハタ24%、 

 アカガレイ19%、ズワイガニ14%、マダラ13％、ソ 

 ウハチ9%でした。漁獲金額は45.4億円で、ズワイ 

 ガニの割合が47%を占め、次いでアカガレイが17%、 

 ハタハタ8％となりました。 

地区別魚種別漁獲量及び金額 

沖合底びき網漁業の概要 

【漁法】まず浮標を投入し、図のように四角

形を描くように船を走らせながら網を海に入

れます。最後に浮標を引き揚げ、ひき網の一

端を回収し、網をひきます。1回あたりの操

業時間は約1時間半で、網を揚げた後、移動

して次の操業位置を決め、前期同様の操業を

昼夜を問わず繰り返し、1航海3～6日程度で

帰港します。 
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資源管理とブランド化の推進 

 本県のブランドとなっている松葉がにを漁獲する 

この漁業は流通・観光産業への貢献度も高くなって 

います。しかしながら、現在の船団数は1989年 

（平成元年）の52隻と比較して26隻まで激減していま 

す。重要な漁業であるため、これ以上の廃業船を 

出さないようにしなければなりません。現在は収入的にズワイガニの漁獲に頼っ

ていますが、今後数年ズワイガニは減少傾向になる見込みとなっているため資源

管理やハタハタやカレイ類の魚価向上が重要となります。 

 この漁業が長い間続いているのは、漁業者自らの資源管理への取り組みによる

ものが大きいと考えられます。今後も引き続き漁業者と協力し合って漁獲サイズ

の制限など資源管理方策の検討、カレイを操業中にズワイガニを水中で脱出させ

る資源に優しい網の改良・普及、近年漁獲が増加しているマダラの船上加工等を

推進します。 

 

３１ 

現状の課題と解決に向けた取り組み 

鳥取県沖合底びき網の漁獲量・金額・稼働隻数の年推移 



【成長】ふ化から稚ガニになるまでは水深300m以浅を浮遊する。オス（最大甲幅約 

    15㎝）はメス（最大甲幅約9㎝）より大きくなる。これは脱皮する回数が 

    ちがうためで、オスは12回程度、メスは10回程度脱皮する。  

    松葉がにと若松葉はDNAの分析等により同一種であることが確認され、 

    若松葉は数回の脱皮で松葉がにとなる。 

【成熟】産卵は毎年2～3月に行われる（初産のみ6～7月）。 

【食性】ヒトデ、魚、イカ、貝などを食べ、時には共食いもする。 

生態 

【分布】陸棚斜面の水深200～500mの海底に分布している。 

漁業の特徴 

【漁法】沖合底びき網漁業により漁獲される。 

【漁期】雄は11月6日～3月20日（自主規制によって若松葉1月20日～2月末日）、雌  

    は11月6日～1月20日（自主規制によって11月6日～12月31日）が漁期となる。 

200m 

500m 
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分布域 

漁場 

ズワイガニ（地方名 松葉がに・若松葉・親がに） 

 

沖合底びき漁業 



漁獲量と資源状況 中位横ばい 

2015年漁期ズワイガニの水揚量 

【松葉がにの減少について】 

・隠岐北西～北方～東で漁獲量が増加 

・隠岐西方～出雲沖の漁獲量は減少（漁獲  

 物が小型主体であったことも影響） 

【親がにの増加について】 

・資源量が多いと判断される状況ではなく、 

 松葉がにが少ないための代替えとして、 

 比較的資源状況が良好な親がに狙いの操 

 業が実施 

【若松葉がにの増加について】 

・隠岐北西～出雲沖で漁獲量が増加 

・隠岐東～鳥取沖で漁獲量が減少（資源量 

 が少ないこともあり、アカガレイの主体 

 の操業を実施） 

ズワイガニの漁獲量・金額の推移（漁期年） 

9~10年間で12回脱皮を繰り返しやっと若松葉になる

×12回

若松葉

9~10年間

×12回

若松葉

9~10年間

松葉がに

1～2年間

その後1~2年で松葉がにになる。

松葉がに

1～2年間

その後1~2年で松葉がにになる。

３３ 

アカガレイ逃避：23%
ズワイガニ排出：73%

混獲を防ぐ網のイメージ

仕切

穴

カレイ

ズワイガニ

資源を大切に使うための取り組み 

 ズワイガニは生まれてから9～10年で12回脱皮を繰り返してやっと若松葉になり

ます。さらに１～２年で商品価値の高い松葉がにとなります。若松葉や小さな松

葉がにの漁獲量を抑えることで数年後松葉がにの漁獲量を増やすことが大切です。

今後、ズワイガニの資源を回復させるためには、若松葉漁獲自主規制を見直し、

改良漁具の導入を急ぐべきであると考えています。 

（単位：トン）
漁期年
（11-3月）

松葉がに
若松葉
がに

親がに 計

2015年 248 116 560 925

2014年 256 114 557 927

前年比 97.1% 102.1% 100.5% 99.7%

前漁期年との比較 



200m 

500m 

分布域 

漁場 

【成長】雌の方が大型になり体長32cm、雄は22cm程度になる。 
 
【成熟】成熟年齢は雄は2歳（15cm）、雌は5歳（25cm）。3月から4月に産卵する。 
 
【食性】ゴカイ類、クモヒトデ、アミ類、イカ類などを食べる。 

 

生態 

【分布】能登半島から山口県沖合の水深150ｍ～900ｍ 

漁業の特徴 

【漁法】沖合底びき網漁業により漁獲される。 

       

【漁期】春に多く漁獲される。 

３４ 

アカガレイ（地方名 まがれい） 

 

沖合底びき漁業 



漁獲量と資源状況 中位増加 

 2015年のアカガレイの漁獲量は1,342

トンで前年より352トン減少しました。

月別の漁獲量は，2月を除いて前年を

下回りました。 

 体長組成を見ると、22cm前後の雄と

31cm前後の雌の漁獲割合が多く、稚魚

の生き残りの多かった卓越年級群であ

る2001～2005年級を中心とする複数年

級群によって資源が支えられています。 

資源を大切に使うための取り組み 

 鳥取県の漁業者は資源を保護するため、全長20cm未満のアカガレイを漁獲しな

いようにしています。 

20cm未満は獲らない 

年別漁獲量 

月別漁獲量 

３５ 

水中ロボットカメラで撮影された 
かに牧場内のアカガレイ 

体長組成 



200m 

500m 

分布域 

漁場 

【成長】雄は5歳で25cm、雌は7歳で35cmになる。 
 
【成熟】雄は2歳、雌は3歳で成熟する。1～3月に産卵する。 
 
【食性】アミ類、キュウリエソ、イカ類など  
 
 

 

生態 

【分布】能登半島から山口県沖合の水深160m～250m 

漁業の特徴 

【漁法】沖合底びき網漁業により漁獲される。 

       

【漁期】秋に多く漁獲される。 
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ソウハチ（地方名 いて、えて） 

 

沖合底びき漁業 



漁獲量と資源状況 中位減少  

 2015年の漁獲量は601トンで前年より

103トン減少しました。月別の漁獲量は、

4～5月は前年を上回ったものの、1，9月

は前年を大きく下回りました。 

 漁獲物組成を見ると、全長23-28cmの雌、

全長21-23cmの雌の漁獲割合が多く、前年

と同様に2011，2012年級によって資源が

支えられています。 

資源を大切に使うための取り組み 

 2010年からの稚魚調査結果から、採集された全長7cm以下のソウハチが翌年、

翌々年に漁場に加入すると推定し、海域面積で重み付けした加入量指数と漁獲量の

関係から、2016年の漁獲量予測を算出したところ、692㌧となりました。 

３７ 

年別漁獲量 

月別漁獲量 体長組成 

 まだ、調査期間が短く、データ

数が少ないため、今後も稚魚調査

を継続し、予測精度を向上させて

いきます。 

 



【成長】寿命は5歳 
 
【成熟】朝鮮半島北東部沿岸で産卵を行う。 
 
【食性】ヨコエビ、アミ類などを食べる。 

 

生態 

【分布】日本海（日本海西部系群 山口県～石川県沖合）の水深約150～300mに分

布する。また秋田県周辺を産卵場とする日本海北部系群の一部も日本海西部に来遊

する。 

漁業の特徴 

【漁法】沖合底びき網漁業により漁獲される。 

       

【漁期】春と秋に多く漁獲される。 

200m 

500m 

分布域 

漁場 

３８ 

ハタハタ（地方名 白はた） 

 

沖合底びき漁業 



漁獲量と資源状況 中位横ばい 

 漁獲量は大きく変動しながら推移して

います。2015年の漁獲量は1,647トンであ

り、1～2月は前年を下回ったものの，3～

5月は前年を上回りました。 

資源を大切に使うための取り組み 

 これまでハタハタの漁獲量が低調で推移していたため網の目合を小さくしたま

まであり、小型魚が漁獲あるいは投棄されやすい状況にあります。ハタハタの小

型魚は（ジンタン、6番および5番）単価が5円（1尾あたり）以下と非常に安価で

あり。大量に漁獲しても経費に見合う漁獲金額を稼ぐことはできません。  

３９ 

• 網目選択試験

全長15cm未満のハタハタを

半分逃がすためには8節

（約4.5～5cm）の網目が適当

内網;漁獲された魚

外網;網を抜けた魚

４㎝ ５㎝３㎝

７節８節９節１０節

小 大

試験した目合い
実操業の目合い

目
合
い

目合い 換算表

8節網の使用

 一方、体長15cm（4番）以上になると体長が1cm大

きくなるごとに単価が2倍高くなっていきます。つ

まり、1年保護して2歳魚以上になってから漁獲する

方が、経済効率が高くなります。加えて、親魚の保

護につながり、産卵量、発生量を増加させることに

なるため資源回復の一助となります。小型魚を保護

するために目合を大きくすることが大切です。 

  

  

年別漁獲量 

月別漁獲量 体長組成 
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○ハタハタの脂ののりを抽出測定しました。
（2008年） 
○最大18.6％、最小3.2％、平均9.8％あり、
人が美味しいと感じる１０％程度ありました。 
○月別に変化は見られず、体長が大きくなる
につれて脂がのる傾向が見られました。 

体長別の脂ののり 大型ハタハタの脂ののり 

大きいハタハタはより美味しい！ 

ズワイガニ盛漁期 

○大型ハタハタ（体長18㎝以上、水揚げ発泡
「特大」「①番」）の脂ののりを鳥取県産魚
ＰＲ推進協議会と一緒に脂質測定器で測定し
ました。（2009年漁期） 
○水揚げ期間中を通してほぼ１０％ありまし
た。 
 

美味しさに自信あり！ 

相関係数0.53 

脂質測定器で脂ののりを測定 

４０ 

とろはたの紹介 

とろはた料理 

専用箱とシールを貼って差別化 

麻布十番でのＰＲ（23年度） 秋田県と共同開催 

築地の市場関係者へも説明・試食・ＲＰ（22年度） 

脂ののりに自信のある全長20㎝以上の鳥取県産大型ハタハタを
「とろはた」としてブランド化（平成22年10月～） 

※体長18㎝≒全長20㎝ 

築地本願寺でのＰＲ（24～27年度） 秋田県と共同開催 



４１ 

べにずわいかご漁業の概要 

 この漁業は知事許可漁業として操業されていましたが、平成２年に施行された

「べにずわいがに漁業の取締に関する省令」による大臣承認漁業を経て、平成１４

年、「指定漁業の許可及び取締り等に関する省令」中で、「日本海べにずわいがに

漁業」として位置づけられ、大臣指定漁業となりました。なお、資源の回復を図る

ため策定した「日本海沖合ベニズワイガニ資源回復計画」に基づき、全船で実施さ

れていた６月（３０日間）の追加休漁に代わる措置として、平成１９年９月から、

日本ではじめて船舶ごとの年間漁獲量の上限を設定（個別割当て方式）しています。 

【魚種】ベニズワイ 

【漁場】山陰沖、日本海中央部 

【隻数】境港に水揚する稼動船数 鳥取：3、島根：6、新潟：2隻 

【漁法】幹縄に約50m間隔にかにかごを180個取り付けた漁具を数セット用いる 

｢かにかご漁業｣により水深800m以深でベニズワイを漁獲する。漁獲されたカニは

船上で、コンテナに大きさ及び質別に選別され、船倉内で氷蔵保管される。出港

から入港までの１航海は約一週間である。 

【漁期】7～8月は禁漁となっている。 



資源状況 
中位横ばい 
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漁場 

【成長】オスは甲幅が最大約15㎝に達する。 
    寿命は10年以上。メスは採捕禁止。 
 
【成熟】2～4月、隔年産卵で抱卵期間は約2年 
 
【食性】ヒトデ、魚、イカなどを食べる。 

生態 
【分布】主に日本海（水深約500～2,700ｍ） 

漁獲量と資源状況 

 2007年(平成19年)9月以降、漁船毎に漁獲割当量（上限）が決められたため、各

船が計画的に漁獲を行っています。それにより、近年の境港に水揚げされる漁獲量

は約９千㌧前後で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、銘柄「小」として水揚げされたベニズワイは、資源回復に取り組みを開始

した頃から、年々徐々に平均甲幅が大型化してきています。 

４２ 

境港に水揚げされるﾍﾞﾆｽﾞﾜｲの漁獲量の推移 

ベニズワイ（地方名 べに、べにがに） 

 

べにずわいかご漁業 

境港に水揚げされる「小」銘柄ベニズワイの平均甲幅の推移 



資源を大切に使うための取り組み 

 1990年代から資源が減少し始め、さらに1999年に日

韓暫定水域が設定され漁場が狭められたため、漁獲量

の減少に拍車がかかったうえ、魚体の大きさも小型化

しているという問題がありました。2005年(平成17年)

より日本海沖合ベニズワイガニ資源回復計画が漁業者

（島根、鳥取、兵庫、新潟県）により実施され、漁獲

努力量の削減、減船、改良漁具（リング（小型ガニの

脱出口）付きかご）の導入が行われています。     

 

 漁業者と水産試験場による共同研究調査では、リン

グ付きかごを使用した場合、漁獲規制サイズである甲

幅９cm未満の小型個体の脱出効果があり、資源回復

に良いことが確認できました。 

 また、同時に行った３cm目合試験篭で、漁場別に

大きさ毎の資源の水準を算出して動向を追跡していま

す。 

 今後もこのような共同調査を続けていき、資源回復

に向けた取り組みを継続していくことが大切です。 

リング（脱出口）付きかご 

４３ 

リング付き篭とリングなし篭の比較
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この部分が保護された 

小さいカニはリング
から逃げる！！ 

図 3cm目合篭での1篭当の 
        平均漁獲尾数の推移 



トン % 億円 %
一本釣（19tイカ釣含む） 2,975 47.0% 17.0 53.1%
刺網 1,580 24.9% 5.7 17.9%
小型定置網 469 7.4% 1.9 5.9%
小型底びき網 228 3.6% 1.1 3.6%
潜水・磯見 285 4.5% 2.7 8.4%
その他 798 12.6% 3.6 11.1%

計 6,335 32.1

漁法
漁獲量 金額

 漁船の大きさが5トン未満の比較的小規模

な漁業経営体が大半を占めます。2015年12

月末時点で県内の沿海漁業協同組合員数

（正・准組合員数）のうち沿岸漁業に従事

している人数は、 1,169人（前年同時点の

1,218人から49人減少）で全体の88.0％にあ

たり、県内沿岸域のほぼ全域の18地区（3市

5町）で操業しています。 

 主な漁業種類と漁獲対象種は、一本釣に

よるスルメイカ、ケンサキイカ（白いか）、

サワラ等、さし網によるアジ類、サワラ、

ブリ類、タイ類等、小型底びき網によるカ

レイ類、ヒラメ等、潜水によるイワガキ、

サザエ等で、回遊魚主体に多種多様な魚貝

類が漁獲されています。 

 

漁獲状況 

 近年の漁獲量（漁獲金額）は、約7,500ト

ン（約35億円）で推移していましたが、

2012年以降、漁獲量（漁獲金額）は、約 

6,000トン（約30億円） に減少し、2015年は

6,335トン（32.1億円）と若干回復したもの

の低水準にあります。この要因の一つには

スルメイカの不漁が挙げられます。 

 漁法別に見ると、一本釣（イカ釣含む）

による漁獲が全体の47.0％を占め、その他、

刺網、小型定置網、小型底びき網、潜水の

割合が高く、これらが沿岸漁業の主な漁法

となっています。 

賀露地方卸売市場でのセリ模様 

2015年の漁法別漁獲量・金額及びその割合 

４４ 

沿岸漁業の概要 

沿岸漁業の漁法別漁獲量・金額の推移 

（直近１０年間） 



イカ釣漁業 

２６ページを御参照ください 

小型底びき網漁業 
【魚種】カレイ類、ヒラメ等 

【漁場】県内沿岸（砂浜域） 

【漁法】小型底びき網は、10mのケタ棒で網口を広げ、

海底で網を引っ張って底魚類を獲ります。主に1人で、

夜間に操業します。 

刺網漁業 

【魚種】アジ類、サワラ、ブリ類、タイ類等 

【漁場】県内沿岸（人工魚礁、天然礁等） 

【漁法】さし網は、漁獲しようとする魚類が通過す

る場所を遮断するように網を張り、網目に刺さらせ

たり、絡ませたりして漁獲する固定式刺網と、魚礁

や天然礁等で形成される魚群を巻き獲る狩さし網が

あります。主に1～3人で、夜間に操業します。 

ハマチ（ブリ若魚）さし網の操業模様 

さし網の模式図 

上図：小型底びき網の操業の模式図 

左図：小型底びき網（境港）の操業模様 

右図：停泊中の小型底びき網漁船（境港） 

４５ 



200m 

分布域 

漁場 

【成長】1年で全長25～30cm、2年で36～46cm、

3年で44～58cm、4年で47～67cm、5年で49～

73cm程度に成長する。最大で100cmになり、

10kgを超えるような個体もいる。 

【成熟】2歳で約半数が産卵し、3歳で全ての

魚が産卵する。鳥取沿岸では3～4月が産卵期

となる。 

【食性】稚魚から幼魚はアミ類、かいあし類、

端脚類などの小型甲殻類を主に捕食するが、

成長に伴い、カタクチイワシなどの魚類、エ

ビ類、イカ類などのより大型の生物を餌にす

る。 

 

生態 

【分布】日本周辺をはじめ、北はサハリンから南は南シナ海までの砂底、砂礫など

の沿岸域に広く分布する。 

漁業の特徴 

【漁法】小型底びき網、一本釣、刺網、定置

網、沖合底びき網等様々な漁法で漁獲される。 

【漁期】周年漁獲される。 

ヒラメの成長（2007金丸らから引用） 
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ヒラメ（地方名 ひらめ、おおくちがれい） 

 

沿岸漁業 



漁獲量と資源状況 低位横ばい 

 漁獲量は1996年以降急激に減少し、2000

年には34.5トンにまで減少しました。その後、
緩やかな増加傾向にありましたが、2008年
以降、低調な漁獲が続いています。2015年
の漁獲量・金額は、59トン、68百万円で前
年の51トン、59百万円とほぼ同等でした。
2010年から魚価は回復傾向でしたが、2013

年から再び減少に転じ、2015年の平均単価
は、1,161円/kgとなりました。  

資源を大切に使うための取り組み 

 2016年漁期は、漁獲主体である1～3歳魚
（2013～2015年級群）の発生状況は依然として
低いため、 漁獲量は現状の低水準レベルの50ト
ン前後になると予測しています。今後も全長
25cm以下を再放流し小型魚を保護する取り組み

を継続することで資源を回復させることが大切
です。 

 また、1995年以降の漁獲量の減少要因とされ
るネオへテロボツリウム症（吸血虫症）の蔓延
状況を調査しています。2015年の感染率は9月に
増加し始め、例年並みとなりました。依然とし
てヒラメ資源へのネオヘテロボツリウム症の悪
影響が懸念されます。 

 ところで、2014年から美保湾地域栽培漁業推

進協議会が事業主体となり、自県生産したヒラ
メを放流しています。試験放流期間を含めた
2007～13年放流群の平均回収率は11%と良好な
結果を得られました。 

稚魚分布密度と漁獲量の推移 

ヒラメの漁獲量・金額の推移 

美保湾におけるヒラメ試験放流の年別回収率 

ネオへテロボツリウム症の
年別感染率 

（2015年末時点）

放流日 目的
放流尾数
（尾）

回収尾数
（尾）

回収率

2007年放流群
淀江：6/19
境港：6/23

60,700 9,802 16.1%

2008年放流群
淀江：6/24
境港：6/28

61,100 2,120 3.5%

2009年放流群
淀江：6/23
境港：6/27

57,100 2,069 3.6%

2010年放流群
淀江：6/16
境港：6/19

地区間の比較 68,610 10,707 15.6%

2011年放流群
境港：
7/2、7/19

環境収容力の把握（従来の2倍）
※地区の漁獲尾数相当

56,500 5,858 10.4%

2012年放流群
境港：6/16
淀江・皆生：6/19

環境収容力の把握（従来の2/3） 63,000 11,612 18.4%

2013年放流群
淀江・皆生：6/11
境港：6/15

小型化（種苗費削減）の検討 76,000 7,667 10.1%

2014年放流群
淀江・皆生、境港：
4/9

放流事業化（早期・少量放流） 30,000 3,618 12.1%

2015年放流群
淀江・皆生、境港：
5/9

放流事業化（小型化・早期・前年の2
倍放流）

60,000 67

07-13平均 63,287 7,119 11.2%

可能性の検討

４７ 
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生態 

【分布】東シナ海から黄海、渤海、さらに北海道以南の日本海に広く分布する。 

漁業の特徴 

【漁法】曳縄釣、刺網、定置網等の漁法で漁

獲される。       

【漁期】周年漁獲されるが、4～6月の漁獲量

は少ない。 
サワラの成長（鳥取県） 

200m 

分布域 

漁場 

【成長】半年で約45cm、1年で約56cm、2年で

約73cm、3年で約86cmに成長する。寿命は6歳

程度と推定される。なお、鳥取県沖では3歳魚

までしか確認されていない。 

【成熟】1歳で一部が産卵し、2歳で全て産卵

するが日本海での産卵はほとんどなく、東シ

ナ海等に南下して産卵する。 

【食性】魚食性が非常に強い 
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サワラ（地方名 さわら、さごし：未成魚） 

 

沿岸漁業 



漁獲量と資源状況 高位増加 

 漁獲量は1998年以降、増加傾向にあ
り、2015年は漁獲量511トン、漁獲金額
2.5億円と2014年に次ぐ水準になりまし
た。 

 鳥取県で漁獲されるサワラは、0～3

歳魚で、主体は1歳魚です。 

 また、サワラ資源は、サワラが日本
海で産卵しないため東シナ海からのサ
ゴシ（未成魚）の来遊に依存します。
このことから、日本海中西部で漁獲量
の多い京都府、福井県のサゴシの漁獲
量から翌年の鳥取県の漁獲量が推定可
能で、2016年の鳥取県の漁獲量は、約
590トンとなります。 

 2015年に日本海に 

来遊したサゴシは、 

非常に多く、漁場 

形成さえなされば 

漁獲量は多くなり 

そうです。 

資源を大切に使うための取り組み 

 近年急増したサワラの資源構造や回遊生態等については、まだ不明な点が多く、
沿岸漁業者への資源管理方策の提言や、効率的な漁獲に必要な漁況予測を行うこ
とが困難となっています。そこで、鳥取県栽培漁業センターでは、2009～11年に
日本海におけるサワラの基礎生態の解明ため、日本海側の関係府県（青森県～長
崎県）と連携して、標識放流による回遊等の把握や市場調査等による漁獲物組成
の把握を行いました。 

 なお、連携調査は終了しましたが、まだ産卵親魚の回遊ルートなど不明な点が
あるため、引き続き標識放流を行います。標識が付いたサワラが揚がった際には、
栽培漁業センター前田（電話0858-34-3321）まで御連絡ください。 

サワラの漁獲量・金額の推移 

４９ 

京都府、福井県のサゴシの漁獲量と
鳥取県のサワラの漁獲量の関係及び

漁獲量の推定 



200m 

【成長】1歳で約14cm、2歳で約22cm、3歳で約

30cmに成長する。寿命は約20年と推定される。 

【成熟】3歳で約半数が産卵し、4年後に全て産卵

する。鳥取沿岸では4～5月に産卵期となる。 

【食性】稚魚はかいあし類、尾虫類を、当歳魚は

ヨコエビ類やアミ類、成魚は甲殻類や貝類、多毛

類などを主要な餌にする。 

生態 

【分布】北海道以南から尖閣諸島、朝鮮半島南部、東シナ海、南シナ海、台湾の

水深30～200mの岩礁や砂礫、砂底などに広く分布する。 

漁業の特徴 

【漁法】刺網、一本釣、小型底びき網、定置網等様々な漁法で漁獲される。 

【漁期】周年漁獲される。 

マダイの成長（2007日本海西部・東
シナ海系群の資源評価から引用） 

分布域 

漁場 
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マダイ（地方名 まだい、たい） 

 

沿岸漁業 



漁獲量と資源状況 中位減少 

  
 漁獲量（漁獲金額）は、2004年の89.1ト
ン（0.7億円）から2008年の240.8トン（1.7

億円）まで増加し、その後、180トン台で
安定していました。しかし、13年以降は、
の稚魚の発生状況が悪かったこともあり、
減少傾向にあります。 

 15年は、13,14年の稚魚の発生状況は良
好だったにも拘わらず減少し、112トン
（0.8億円）となりました。 

 また、マダイの単価は1994年から下落
し、2010年も555円/kgまで低下しました。
その後、魚価の回復が見られていたもの
の、最近では横ばいとなっています。
2015年は前年とほぼ同額の701円/kgとな
りました。 

資源を大切に使うための取り組み 

 漁業者は自主規制により尾叉長
13cm以下を再放流し、小型魚を保護
しています。 

 小型底びき網の試験操業により、マ
ダイ稚魚の発生量を調査しています。
この調査結果から2016年の漁期は、13

～15年の稚魚の発生状況は良好なこと
から、小型主体ですが、漁獲量は増加
する見込みです。 

５１ 

マダイの漁獲量・金額の推移 

鳥取県中部における6、7月のマダイ
稚魚分布密度と鳥取県漁獲量の推移 

マダイの単価の推移 
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200m 

分布域 

漁場 

【成長】最大で30cmになる。 

 

【成熟】2歳で産卵する。鳥取沿岸では1～4月
に産卵する。 

 

【食性】多毛類や甲殻類を餌にする。 

 

生態 
【分布】東北地方南部から東シナ海南部の水深150m以浅の砂
泥域に分布する。特に水深70～100mに多く分布する。 

漁業の特徴 
【漁法】小型底びき網等の漁法で漁獲される。 
       
【漁期】周年漁獲される。 

ナガレメイタガレイ稚魚 

（採集5月、全長約6cm） 

ナガレメイタガレイ（地方名 ばけめいた） 

 

沿岸漁業 



5、6月のナガレメイタガレイ稚魚分布
密度と鳥取県漁獲量の推移 

漁獲量と資源状況 低位横ばい 

 漁獲量は2005年に43.0トンまで落ち込
みましたが、2007年には118.0トンまで
回復し、漁獲金額も75百万円となりまし
た。 

 しかし、その後の稚魚発生量が低水準
であったことから、漁獲量は低位で推移
し、12年には、漁獲量（漁獲金額）が、
過去最低の14.5トン（11百万円）となり
ました。その後、微増し2015年の漁獲量
（漁獲金額）は、23.7トン（20百万円）

となりましたが、依然として資源状況は
低位で推移しています 。  

資源を大切に使うための取り組み 

 稚魚の発生量調査と市場調査から当
歳魚（その年生まれの魚）の漁場への
加入状況を予測しています。2016年漁
期は、漁獲主体となる1歳魚に当たる
15年級群の稚魚の発生状況が、2014年
と同様低水準なことから、2015年と同
程度の低水準な漁獲量となる見込みで
す。 

 漁業者は自主規制により全長14cm

以下を再放流し、小型魚を保護してい
ますが、状況により網目拡大等の資源
管理措置を提言していきます。 

 また、ナガレメイタガレイは、1～3

月の平均水温と稚魚の発生量の上限に
相関があり、海水温が低い年は、発生
量が多くなる可能性があります。16年
の水温は、3月時点までは例年より高
く推移しており、稚魚が発生し辛い水
温環境ですので、引き続き稚魚が発生
が少なくる可能性があると考えていま
す。 

 

  

ナガレメイタガレイの 

漁獲量・金額の推移 

５３ 

6月のナガレメイタガレイ稚魚分布密
度と1～3月の平均水温の相関 
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生態 

【分布】青森県以南から台湾の岩礁地帯に生息する。鳥取県においては県下全域の

岩礁帯に生息しているがその数は少ない。 

【成長】1歳で約17cm、2歳で約21cm、3歳で約27cm、4歳で29cm、5歳で約37cmに

成長する。最大で全長50cm程度になる。 

【成熟】小型の間は全て雌で大きくなるにつれて雄に性転換するという特性（雌性

先熟と言う）がある。3年ぐらい経つと本格的に産卵し始める。 

【食性】肉食性であり、甲殻類（特にエビ類・カニ類）や魚類を好んで食べる。特

に全長25 ㎝以上になると魚類をよく食べるようになる。 

漁業の特徴 

【漁法】主に一本釣で漁獲される。    

【漁期】5月～10月に漁獲される。 

漁獲量と資源状況 高位減少 

 漁獲量（漁獲金額）は、2015年は 10.4ト

ン（ 22.8百万円）と前年からはやや減少し

たものの、1992年以降では3番に多い漁獲量

と漁獲額でした。 

漁獲量・金額の推移 

資源を大切に使うための取り組み 

 淀江～網代の漁業者は自主規制により全長

27cm未満を再放流し、小型魚を保護しています。 

 また、栽培漁業センターの調査でキジハタの

種苗放流には、住みかが重要であり、低密度に

分散させた放流をすることで放流初期の食害や

移動を軽減させられることが分かってきました

（右上写真）。H28年度から漁業者により、キジ

ハタ放流事業が本格的に始まる予定です。県栽

培漁業センターでは、放流手法の改良などを行

い、キジハタをさらに増やせるように努めます。 

５４ 

低密度分散型放流の模様 

キジハタ（地方名 あこう、あかみず） 

 

沿岸漁業 



 

 

生態 

【分布】日本では沖縄諸島周辺が主な生息域

で、山陰沖へは対馬暖流に乗り来遊し水深

130～250mの水深帯域に分布する。 

【成長】胴長85cm、体重20kgになる最大級の

食用イカで、寿命は1年である。 

【食性】スルメイカや魚類等を餌にする。 

漁業の特徴 

【漁法】樽流し立縄漁で漁獲される。      

【漁期】9～12月 

樽流し立縄漁 

イカが付くと 

樽が立つ 

漁獲量と資源状況 低位減少 

 漁獲量（漁獲金額）は、1998年の580ト
ン（2.2億円）以降、減少傾向にあり、
2011年は14トン（0.1億円）まで減少しま
した。 

 しかし、12年は 238トン（0.8億円）と
前年の17倍も増加し、13年も175トン（0.7

億円）の水揚げがありましたが、再び減
少し、15年は僅か4トン（5百万円）にな
りました。 

ソデイカの漁獲量・金額の推移 

資源を大切に使うための取り組み 

 山陰沖のソデイカの漁獲量は、稚イカが来遊し始める6月の対馬海峡周辺の環境
条件や、漁期直前の鳥取沖の水温と密接な関係があり予測が可能で、8月の漁場水
温から漁獲量を予測しています。 

 2015年は、8月の漁場水温は平年より低く、平年より少なくなることは予測され
ていましたが、さらに、対馬暖流が島根半島西端から隠岐北方に向かう流れが卓越
しており、鳥取県沖への流れがほとんど無かったことから、漁場が極めて形成され
にくい海況となったことが、漁獲の激減した要因と推察しています。 

５５ 

赤いかは、釣り上げ時は赤
色ですが、釣獲後、少し時
間が経過すると一度白く
なって、その後、また赤くな
ります。 

沿岸漁業 

ソデイカ（地方名 赤いか） 

 



 

 

生態 

【分布】北海道南部から九州の潮間帯下部～水深20mの岩礁域に分布する。 

【成長】1歳で殻高1cm、以後毎年1～2cmずつ大きくなり、5歳で8cmに成長する。 

【食性】海藻類を餌にする。 

漁業の特徴 

【漁法】潜水（素潜り、ボンベ潜水）、 

貝突き（かなぎ漁）及び刺網で漁獲される。 

【漁期】周年漁獲されるが、5月、7月、8

月に多く漁獲される。 

漁獲量と資源状況 中位横ばい 

 1991年の漁獲量37トンが2002年には311ト

ンまで増加しましたが、その後減少し、近年

では100～150トン程度で推移しています。  

 2015年の漁獲量（漁獲金額）は125トン

（0.78億円）となり、100トン前後で推移し

ています。また、2015年の単価は621円/kgと

なりました。 

  近年の漁獲量減少の背景には、藻場の減

少による資源量の減少が懸念されています。

特に深場で操業する刺網の漁獲量の減少が著

しく、現在、栽培漁業センターでは、深場の

藻場造成の手法開発に取り組んでいます。 

サザエの単価の推移 

資源を大切に使うための取り組み 

 サイズ制限（蓋長2.5cm）や操業時間の短

縮、外敵駆除等、漁獲についての取り組み

を行い、資源管理を行っています。 

 ※鳥取県全体で40万個程度の稚貝を放流 

サザエ（地方名 さざえ） 

 

沿岸漁業 

サザエの漁獲量・金額の推移 

サザエの稚貝 
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生態 

【分布】日本海から九州南部の潮間帯～水深30mの岩礁域に分布する。 

【成長】2歳で殻長5㎝、4歳で殻長10cmになり、最大殻長20㎝程度まで成長する。 

【成熟】11月から12月に成熟するが、近年春先に成熟している個体も確認される。 

漁業の特徴 

【漁法】潜水により漁獲される。    

【漁期】周年漁獲されるが、4月から8月に 

多く漁獲される。 

５７ 

漁獲量と資源状況 高位増加 

 漁獲量は1990年代後半から増加して、

2006年には13.1トンに達しました。その後

は減少に転じ、2015年の漁獲量（漁獲金

額）は12.0トン（79百万円）となりました。 

また、2014年の単価は6,566円/kgで過去15

年間で最も高くなりました。 

 県東部におけるクロアワビ、メガイア

ワビの漁獲は概ね5:1の割合となっていま

す。 

 

資源を大切に使うため取り組み 

 1988年から放流事業が行われ、殻長3cmに育てた稚貝

が放流されており、回収率は約3割となっています。 

 2003年からは稚貝の害敵生物（ヒトデ、タコ等）の

駆除や放流適地（稚貝の生息場所となる岩の隙間）へ

の潜水による放流を行い、資源増大の取り組みを行っ

ています。 

 ※鳥取県全体で12万個程度の稚貝を放流 

クロアワビ、メガイアワビ 

沿岸漁業 

アワビ類の漁獲量・金額の推移 

アワビ類の単価の推移 

アワビの稚貝 



生態 

【分布】陸奥湾から九州、日本海側の水深40m以浅の岩礁域に分布する。 

【成長】3歳で殻高10cm、4歳で13cm、5歳で14cmに成長する。 

【成熟】7月から10月に成熟し、ふ化後2年の殻高8cm程度から産卵する。 

漁業の特徴 

【漁法】潜水により漁獲される。 

【漁期】6月から8月に漁獲される。 

漁獲量と資源状況 中位横ばい 

 大半を天然礁で漁獲していた1980年代の

漁獲量は50トン程度でしたが、人工構造物

の設置による漁場の増大で1990年代の漁獲

量は増加し、2000年には266トンとなりまし

た。しかし、近年は170トン前後で推移して

います。2015年漁獲量（漁獲金額）は183ト

ン（1.27億円）で、単価は692円/kgで近年上

昇傾向にあります。 

 現在、人工構造物での漁獲が少なくなっ

ているとの漁業者の声もあり、漁獲量の減

少が危惧されています。 

資源を大切に使うための取り組み 

 サイズ制限（殻高10cm以上、または重量200g以

上）や操業時間の短縮等、漁獲についての取り組

みを行い、資源管理を行っています。 

 また、2006年からは殻長13cm以上の高品質なイ

ワガキには「夏輝（なつき）」のラベルを付け、

ブランド化して販売しています。 

イワガキ（地方名 いわがき、ブランド名 夏輝） 

 

沿岸漁業 

なつき 

イワガキの漁獲量・金額の推移 

イワガキの単価の推移 

夏輝（なつき） 

５８ 



プラスチック製の産卵器を産卵時期
（6～7月）に海底に設置するだけ！ 

生態 

【分布】北海南部から九州の砂泥域に分布する。鳥取では美保湾に多く分布する。 

【成長】約1年で殻高3cm、2年で4.5cm、3年で5.5cmに成長する。 

【産卵】海底の固着物に約1～2万粒の卵塊を数回に分けて産卵する。 

【食性】死んだ生き物の肉等を餌にする。 

漁業の特徴 

【漁法】かご網、小型底びき網で漁獲される。   

【漁期】周年漁獲されるが、かご網が行われる 

3月から9月に多く漁獲される． 

漁獲量と資源状況 高位横ばい 

 1970年、 1971年の漁獲量は80トン以上

あったが、環境ホルモン（有害な有機ス

ズ）の影響で1980年代後半には数トンまで

減少しました。その後、漁場環境が改善し

たことにより漁獲量は増加し、近年は60ト

ン前後で推移しています。2015 年のバイの

漁獲量（漁獲金額）は、69トン（60百万

円）となりました。 

バイの漁獲量・金額の推移 

資源を大切に使うための取り組み 

 鳥取県バイ資源回復計画（計画期間：2011

～15年）に基づきサイズ制限（殻高3cm）や 

かご網の操業期間（3月から9月）・漁具数制

限等、漁獲についての取り組みを行い、資源

管理を行っています。 

 栽培漁業センターでは天然母貝の産卵を促

進させるため安価な産卵器を開発・普及を行

い、資源増大の取り組みを行っています。 

５９ 

バイ（地方名 黒ばい、本ばい、きんこばい） 

 

沿岸漁業 

バイの卵塊 



 

１ 限りある水産資源を賢く、末永く利用する管理技術の開発と提案 

２ 県産魚付加価値向上に対する取り組み 

水産資源や海洋環境の状況を常に把握し、持続的に漁獲できるような管理方

策について提言します。 

鳥取県の美味しい魚の市場価値を高めるためにブランド化を推進します。 

３ 燃油高騰に耐える漁業経営体への技術・研究支援 

燃油高騰の影響を受けやすいイカ釣り漁業等の経営が安定するように、漁業

者と協力して漁場探索をしたり、沿岸の潮流情報の提供を行っています。 

水産試験場の取り組み方針 

4 中海水産資源の回復方策の研究 

中海の浅場における出現生物の季節変化の把握するとともに、特産種である

マハゼの畜養手法改善等に取り組みます。 

６０ 

栽培漁業センターの取り組み方針 

 沿岸･内水面漁場環境(水温･塩分･溶存酸素･赤潮･貝毒･餌料プランクトン･藻

場等)の監視とともに、海域の藻場造成や湖沼のシジミ等の資源回復技術の開発

と普及を進めます。 

 既に実用化した８魚種に加え、漁業者からの要望の強いキジハタとヒラメの
栽培漁業技術の実用化や放流体制づくりを進めます。 

 魅力ある水産物を安定供給できる強い産地づくりに向け、マサバやキジハタ
などの陸上養殖技術の開発と普及に努めます。 

 

１ 栽培漁業の推進 

２ 魅力ある陸上養殖対象魚の創出 

３ 漁業重要資源の動向監視と増殖･管理技術の提示 

 イワガキ･バイ等の重要資源の増殖技術の開発･普及、ヒラメ･メイタガレイ･

マダイ等の底魚資源動向の監視と管理方策の提言、アカイカ等回遊魚の漁場形

成予測と情報提供に努めます。 

５ 収益性の高い漁業の導入支援  

４ 漁場環境の監視と修復技術の開発･普及 

 燃油高騰、魚価低迷等により逼迫した漁業経営の改善を目指し、延縄による

高級魚漁場の開拓や未利用海藻を活用した６次産業化の技術支援等、収益性の

高い漁業の導入を進めます。 





このレポートに関するお問い合わせ先 

 

海洋環境及び、沖合漁業、中海に関すること    

鳥取県水産試験場  

住所  〒684-0046 鳥取県境港市竹内団地107 

電話  0859-45-4500   

ファクシミリ  0859-45-5222 

E-mail  suisanshiken@pref.tottori.jp  

ホームページ http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=72009 

 

 

 

 

 

 

沿岸漁業及び内水面漁業に関すること 

鳥取県栽培漁業センター 

住所  〒689-0602 鳥取県東伯郡湯梨浜町石脇1166 

電話  0858-34-3321 

 ファクシミリ  0858-34-2888  

E-mail  saibaicenter@pref.tottori.jp  

ホームページ http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=154053 
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